
質　問　者

質問補助者

質問日

発言の種別

項　　　　目

１ 物価高騰対策

(1)府における物価高　
　騰対策

松井政策企画部長

(2)子ども・大学生等
　食費支援事業及び
　社会福祉施設等従
　事者支援事業

𠮷田福祉部長

(3)奨学金返還支援
　制度導入促進事業

馬場商工労働部長

(4)中小企業向け
　賃上げ促進支援
　パッケージ

馬場商工労働部長

２ 少子化対策

(1)少子化対策の
　方向性

吉村知事

(2)結婚支援 𠮷田福祉部長

(3)アフォーダブルな
　住宅の供給に向け　
　た取組

美馬都市整備部長

３ 教育の振興

(1)不登校支援 水野教育長

(2)学びの多様化学校 水野教育長

・　地方創生臨時交付金432億円を活用した物価高騰
　対策の支援内容と今後の進め方について問う。

・  食費支援事業において、19歳から22歳までの年
　齢層に対する申請率の向上に向けた取組について
　問う。また、社会福祉施設等従事者支援事業にお
　いて、従事者に確実にギフトカードが行き渡るた
　めの工夫について問う。

・　奨学金返還支援制度導入促進事業を令和８年度
　当初予算案に計上しなかった理由と、奨学金を返
　還しながら働く若者に対する今後の支援策につい
　て問う。

・　大阪府教育センター附属高等学校窓明分校（仮
　称）における体制整備の検討状況を問う。

　　　　令和８年３月３日　１番

・代表質問　　　　・一般質問

発言の要旨

答弁を求める者

内　　　　　　　　　容

令和８年２月27日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　大阪府議会議員　藤村　昌隆　

質問予定概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　大阪府議会議員　大竹　いずみ

・  賃上げ疲れの影響が懸念される中、中小企業の
　持続的な賃上げを実現していくためには支援が必
　要であると考えるが、どのように取り組んでいく
　のかを問う。

・　子育て世帯の住まいの確保に向け、今後、どの
　ように取り組んでいくのかを問う。

・　今年度実施した少子化対策調査を踏まえ、今後、
  どのような対策を講じていくのかを問う。

・　今後、結婚支援にどのように取り組んでいくの
　かを問う。

・　小中学校の不登校の児童・生徒に対する支援と
　高校の校内居場所事業の取組状況を問う。
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(3)日本語指導が必要
　な児童生徒への
　支援

水野教育長

(4)国際交流 水野教育長

(5)府立学校の環境　
　整備

水野教育長

(6)私立経常費助成 水野教育長

(7)次期府立高等学校
　再編整備計画策定
  に向けた取組

水野教育長

水野教育長

４ 安全・安心のまち
 づくり

(1)受援・応援計画
　の改訂

奥平危機管理監

(2)避難所環境の改善 奥平危機管理監

(3)森林環境税を活用
　した猛暑対策事業
　の取組

原田環境農林水産部長

(4)性犯罪・性暴力
  被害者支援

奥平危機管理監

(5)高次脳機能障がい
　支援

𠮷田福祉部長

(6)府立病院機構の
　第５期中期計画

西野健康医療部長

(7)介護・福祉人材
　確保戦略2023の
　中間見直しを
　踏まえた支援

𠮷田福祉部長

(8)市町村DX支援
　の充実・強化

渡邉副知事

②　少子化が進行することが見込まれる中、府立高
　校が果たすべき役割について、所見を問う。

①　次期府立高等学校再編整備計画の策定に向けた
　考え方や取組を問う。

・　次年度における特別教室の空調整備の取組につ
　いて問う。また、支援学校の内装リニューアルに
　ついて、各支援学校の状況に応じた改修を実施す
　べきと考えるが、所見を問う。

・　小学校・高校における府の補助単価は、いまだ
　に国の財源措置水準を下回っている状況であるが、
　今後の補助単価の算定方針について、所見を問う。

・　姉妹校交流支援事業をはじめとする国際交流事
　業において、生徒の希望に寄り添った交流を実現
　するために、どのような取組を行っているのかを
　問う。

・　府立高校における日本語指導が必要な生徒への
　支援について、次年度、どのように取り組むのか
　を問う。

・　「ウィズユーおおさか」の協力医療機関へのSANE
　配置促進に向けた取組と、被害者がより相談しや
　すくなるよう、相談手法にSNSも活用すべきと考え
　るが、所見を問う。

・　スフィア基準を踏まえた避難所生活における良
　好な生活環境の確保に向けた取組状況について問
　う。

・　森林環境税を財源としていることを踏まえ、猛
　暑対策事業の実績や効果について、より一層府民
　への周知を強化すべきと考えるが、所見を問う。

・　これまでの受援・応援計画の改訂にかかる取組
　状況と、実効性の検証結果をどのように計画に反
　映させたのかを問う。

・　高次脳機能障がいに対する府民の理解を深め、
　誰もが暮らしやすい地域を築き上げるため、高次
　脳機能障害者支援法を機能させ、支援の充実を図
　ることが重要であるが、支援体制の充実にどのよ
　うに取り組むのかを問う。

・　経営改革の推進と医療の質の確保、及び働きや
　すい職場環境の実現を同時に進めつつ、府立病院
　機構が将来にわたり府域の医療課題に対応できる
　よう役割を果たすべきと考えるが、所見を問う。

・　若い世代に選ばれる職場となるよう、より踏み
　込んだ施策を講じるべきと考えるが、所見を問う。

・　新規事業「市町村DX推進力強化事業」のねらい
　を含め、今後、市町村DX支援にどのように取り組
　んでいくのかを問う。
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(9)地域公共交通の
　確保・維持

美馬都市整備部長

５ 万博レガシーを活
かした大阪の成長と

 Well-Being

(1)「Beyond EXPO 
　2025」の方向性

松井政策企画部長

(2)万博を契機とした
  ビジネス交流

松井政策企画部長

(3)万博後の再生医療
　実装化に向けた
　スタートアップ
　支援

馬場商工労働部長

(4)水素関連ビジネス
  の活性化

馬場商工労働部長

(5)全国豊かな海
　づくり大会

原田環境農林水産部長

(6)大阪湾MOBAリンク
　構想の推進

原田環境農林水産部長

(7)文化振興計画 松阪府民文化部長

(8)食品ロス削減 原田環境農林水産部長

(9)「Beyond EXPO 
　2025」のWell-
　Being

松井政策企画部長

・　改定される「大阪府食品ロス削減推進計画」に
　基づき、府民の行動変容を促進するために、今後、
　どのような取組を進めていくのかを問う。

・　大型藻類がSAFなどの資源として一層活用される
　ことにより、藻場創出等の取組の広がりにもつな
　がると考えるが、どのように推進していくのかを
　問う。

・　次の世代を担う大阪の子どもたちに、大会にど
　のように関わってもらうのか、また、豊かな大阪
　湾にどのように関心を持ち行動につなげてもらう
　のか、所見を問う。

・　来たるべき水素エネルギーへの転換を見据え、
　府内企業が確実にチャンスを捉えられるよう、水
　素関連ビジネスの活性化に向けた取組を進めてい
　くべきと考えるが、所見を問う。

・　第６次大阪府文化振興計画の方向性について問
　う。

・　万博を契機としたビジネス交流等の成果や今後
　の展開について問う。

・  万博の成果をどのようにとらえ、今後の大阪の
　成長につなげていくのかを問う。

・　府民のWell-Beingについてどのように考えてい
　るのか、所見を問う。

・　未来医療の産業化拠点である中之島クロスにお
　いて、様々な疾患に対する新たな治療法の実現を
　めざすスタートアップに対し、今後どのような支
　援を行っていくのかを問う。

・　府域全域の地域公共交通の確保・維持に向けた
　取組について問う。
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